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平成１８年第１回大仙市議会定例会会議録第４号

平成１８年３月９日（木曜日）

議 事 日 程 第 ４ 号

平成１８年３月９日（木曜日）午前１０時開議

第 １ 議案第１０７号 平成１８年度大仙市一般会計予算 （質疑・委員会付託）

第 ２ 議案第 ２号 大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第 ３ 議案第 ３号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について （質疑・委員会付託）

第 ４ 議案第 ４号 大仙市太田国民健康保険歯科診療所長の給与の特例及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第 ５ 議案第 ５号 大仙市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例の制定について （質疑・委員会付託）

第 ６ 議案第 ６号 大仙市土地開発基金条例の一部を改正する条例の制定につい

て （質疑・委員会付託）

第 ７ 議案第 ７号 大仙市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第 ８ 議案第 ８号 大仙市協和農村地域多目的集会施設の設置及び管理等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第 ９ 議案第 ９号 大仙市分収林に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （質疑・委員会付託）

第１０ 議案第 １０号 大仙市公設小売市場の設置及び管理等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について （質疑・委員会付託）
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第１１ 議案第 １１号 大仙市神岡農山村多面的機能活用施設及び交流促進センター

施設条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第１２ 議案第 １２号 大仙市西仙北ぬく森温泉ユメリア条例の一部を改正する条例

の制定について （質疑・委員会付託）

第１３ 議案第 １３号 大仙市協和温泉条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第１４ 議案第 １６号 大仙市太田ふるさと館条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （質疑・委員会付託）

第１５ 議案第 １４号 大仙市南外ふるさと館設置条例の一部を改正する条例の制定

について （質疑・委員会付託）

第１６ 議案第 １５号 大仙市史跡の里交流プラザ「柵の湯」設置条例の一部を改正

する条例の制定について （質疑・委員会付託）

第１７ 議案第 １７号 大仙市太田国民休養地奥羽山荘条例の一部を改正する条例の

制定について （質疑・委員会付託）

第１８ 議案第 １８号 大仙市すこやか子育て手当支給条例の一部を改正する条例の

制定について （質疑・委員会付託）

第１９ 議案第 １９号 大仙市老人憩の家設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （質疑・委員会付託）

第２０ 議案第 ２０号 大仙市協和老人憩の家使用料徴収条例の一部を改正する条例

の制定について （質疑・委員会付託）

第２１ 議案第 ２１号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （質疑・委員会付託）

第２２ 議案第 ２２号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第２３ 議案第 ２３号 大仙市市民会館等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について （質疑・委員会付託）

第２４ 議案第 ２４号 大仙市人事行政運営等の状況の公表に関する条例の制定につ

いて （質疑・委員会付託）
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第２５ 議案第 ２５号 大仙市長期継続契約を締結することができる契約に関する条

例の制定について （質疑・委員会付託）

第２６ 議案第 ２６号 大仙市地域振興基金条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第２７ 議案第 ２７号 大仙市受胎調節実地指導員指定証交付等手数料徴収条例の制

定について （質疑・委員会付託）

第２８ 議案第 ２８号 大仙市荒川鉱山跡地観光施設設置条例等の一部を改正する条

例の制定について （質疑・委員会付託）

第２９ 議案第 ２９号 大仙市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例

の制定について （質疑・委員会付託）

第３０ 議案第 ３０号 大仙市犯罪被害者等基本条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第３１ 議案第 ３１号 大仙市国民保護協議会条例の制定について

（質疑・委員会付託）

第３２ 議案第 ３２号 大仙市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例の制

定について （質疑・委員会付託）

第３３ 議案第 ３３号 中仙町社会福祉条例及び仙北町福祉条例を廃止する条例の制

定について （質疑・委員会付託）

第３４ 議案第 ３４号 大仙市長職務執行者の給与及び旅費に関する条例を廃止する

条例の制定について （質疑・委員会付託）

第３５ 議案第 ３５号 大仙市総合計画基本構想について （質疑・委員会付託）

第３６ 議案第 ３６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

（質疑・委員会付託）

第３７ 議案第 ３７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

（質疑・委員会付託）

第３８ 議案第 ３８号 財産の取得について （質疑・委員会付託）

第３９ 議案第 ３９号 大仙市と横手市との境界変更について（質疑・委員会付託）

第４０ 議案第 ４０号 大仙市西仙北ふれあい広場等に係る指定管理者の指定につい

て （質疑・委員会付託）
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第４１ 議案第 ４１号 大仙市太田高齢者等活動・生活支援促進機械施設等に係る指

定管理者の指定について （質疑・委員会付託）

第４２ 議案第 ４２号 大仙市太田農産物処理加工施設に係る指定管理者の指定につ

いて （質疑・委員会付託）

第４３ 議案第 ４３号 大仙市西仙北農村交流施設に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第４４ 議案第 ４４号 大仙市中仙地域農業総合管理施設に係る指定管理者の指定に

ついて （質疑・委員会付託）

第４５ 議案第 ４５号 大仙市協和農業体験学習館に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第４６ 議案第 ４６号 大仙市協和家畜排泄物処理施設に係る指定管理者の指定につ

いて （質疑・委員会付託）

第４７ 議案第 ４７号 大仙市公設小売市場に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第４８ 議案第 ４８号 大仙市西仙北地域産物加工販売施設に係る指定管理者の指定

について （質疑・委員会付託）

第４９ 議案第 ４９号 大仙市神岡生産物直売・食材供給施設及び大仙市神岡交流促

進センターに係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５０ 議案第 ５０号 高速自動車国道活用施設ぬく森プラザ及び西仙北ぬく森温泉

ユメリアに係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５１ 議案第 ５１号 協和温泉（四季の湯）に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５２ 議案第 ５２号 大仙市観光情報センターに係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５３ 議案第 ５３号 大仙市大綱交流サロンに係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５４ 議案第 ５４号 大曲一般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）
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第５５ 議案第 ５５号 上淀川エコ対策コミュニティセンターに係る指定管理者の指

定について （質疑・委員会付託）

第５６ 議案第 ５６号 太田北部墓園等に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５７ 議案第 ５７号 大仙市峰吉川基幹集落センターに係る指定管理者の指定につ

いて （質疑・委員会付託）

第５８ 議案第 ５８号 荒川福祉会館に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第５９ 議案第 ５９号 玉川荘に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６０ 議案第 ６０号 老人憩の家寿楽荘等に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６１ 議案第 ６１号 水沢老人憩の家に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６２ 議案第 ６２号 小種老人憩の家に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６３ 議案第 ６３号 中淀川老人憩の家に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６４ 議案第 ６４号 沢内高齢者健康増進ふれあい館に係る指定管理者の指定につ

いて （質疑・委員会付託）

第６５ 議案第 ６５号 刈和野地区コミュニティセンターに係る指定管理者の指定に

ついて （質疑・委員会付託）

第６６ 議案第 ６６号 大曲ファミリースキー場及び大曲ファミリーキャンプ場に係

る指定管理者の指定について （質疑・委員会付託）

第６７ 議案第 ６７号 高畑へき地保育所及び川目へき地保育所に係る指定管理者の

指定について （質疑・委員会付託）

第６８ 議案第 ６８号 ねむのき駐車場等に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）

第６９ 議案第 ６９号 太田東部地区公園等に係る指定管理者の指定について

（質疑・委員会付託）
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第７０ 議案第 ７０号 市道路線の認定、廃止及び変更について

（質疑・委員会付託）

第７１ 議案第 ７１号 平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更

について （質疑・委員会付託）

第７２ 議案第 ７２号 平成１７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計へ

の繰入額の変更について （質疑・委員会付託）

第７３ 議案第 ７３号 平成１７年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更

について （質疑・委員会付託）

第７４ 議案第 ７４号 平成１８年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入について

（質疑・委員会付託）

第７５ 議案第 ７５号 平成１８年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入について

（質疑・委員会付託）

第７６ 議案第 ７６号 平成１８年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入につい

て （質疑・委員会付託）

第７７ 議案第 ７７号 平成１８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計へ

の繰入について （質疑・委員会付託）

第７８ 議案第 ７８号 平成１８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への

繰入について （質疑・委員会付託）

第７９ 議案第 ７９号 平成１８年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入につ

いて （質疑・委員会付託）

第８０ 議案第 ８０号 平成１８年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別

会計への繰入について （質疑・委員会付託）

第８１ 議案第 ８１号 平成１８年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計への繰入について （質疑・委員会付託）

第８２ 議案第 ８２号 平成１８年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入

について （質疑・委員会付託）

第８３ 議案第 ８３号 平成１８年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入について

（質疑・委員会付託）

第８４ 議案第 ８５号 平成１７年度大仙市一般会計補正予算（第９号）

（質疑・委員会付託）
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第 ８５ 議案第 ８６号 平成１７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号） （質疑・委員会付託）

第 ８６ 議案第 ８７号 平成１７年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第３号）

（質疑・委員会付託）

第 ８７ 議案第 ８８号 平成１７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算

（第２号） （質疑・委員会付託）

第 ８８ 議案第 ８９号 平成１７年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３

号） （質疑・委員会付託）

第 ８９ 議案第 ９０号 平成１７年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

（質疑・委員会付託）

第 ９０ 議案第 ９１号 平成１７年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２

号） （質疑・委員会付託）

第 ９１ 議案第 ９２号 平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号） （質疑・委員会付託）

第 ９２ 議案第 ９３号 平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号） （質疑・委員会付託）

第 ９３ 議案第 ９４号 平成１７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号） （質疑・委員会付託）

第 ９４ 議案第 ９５号 平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補

正予算（第２号） （質疑・委員会付託）

第 ９５ 議案第 ９６号 平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第３号） （質疑・委員会付託）

第 ９６ 議案第 ９７号 平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特

別会計補正予算（第３号） （質疑・委員会付託）

第 ９７ 議案第 ９８号 平成１７年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特

別会計補正予算（第２号） （質疑・委員会付託）

第 ９８ 議案第 ９９号 平成１７年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予

算（第２号） （質疑・委員会付託）

第 ９９ 議案第１００号 平成１７年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２

号） （質疑・委員会付託）
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第１００ 議案第１０１号 平成１７年度大仙市大沢郷財産区特別会計補正予算（第１

号） （質疑・委員会付託）

第１０１ 議案第１０２号 平成１７年度大仙市荒川財産区特別会計補正予算（第１

号） （質疑・委員会付託）

第１０２ 議案第１０３号 平成１７年度大仙市峰吉川財産区特別会計補正予算（第１

号） （質疑・委員会付託）

第１０３ 議案第１０４号 平成１７年度大仙市船岡財産区特別会計補正予算（第１

号） （質疑・委員会付託）

第１０４ 議案第１０５号 平成１７年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１

号） （質疑・委員会付託）

第１０５ 議案第１０８号 平成１８年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１０６ 議案第１０９号 平成１８年度大仙市老人保健特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１０７ 議案第１１０号 平成１８年度大仙市土地取得特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１０８ 議案第１１１号 平成１８年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１０９ 議案第１１２号 平成１８年度大仙市学校給食事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１０ 議案第１１３号 平成１８年度大仙市奨学資金特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１１ 議案第１１４号 平成１８年度大仙市宅地造成事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１２ 議案第１１５号 平成１８年度大仙市簡易水道事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１３ 議案第１１６号 平成１８年度大仙市公共下水道事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１４ 議案第１１７号 平成１８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計

予算 （質疑・委員会付託）
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第１１５ 議案第１１８号 平成１８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予

算 （質疑・委員会付託）

第１１６ 議案第１１９号 平成１８年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１１７ 議案第１２０号 平成１８年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特

別会計予算 （質疑・委員会付託）

第１１８ 議案第１２１号 平成１８年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特

別会計予算 （質疑・委員会付託）

第１１９ 議案第１２２号 平成１８年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２０ 議案第１２３号 平成１８年度大仙市スキー場事業特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２１ 議案第１２４号 平成１８年度大仙市内小友財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２２ 議案第１２５号 平成１８年度大仙市大川西根財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２３ 議案第１２６号 平成１８年度大仙市大沢郷財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２４ 議案第１２７号 平成１８年度大仙市荒川財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２５ 議案第１２８号 平成１８年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２６ 議案第１２９号 平成１８年度大仙市船岡財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２７ 議案第１３０号 平成１８年度大仙市淀川財産区特別会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２８ 議案第１３１号 平成１８年度市立大曲病院事業会計予算

（質疑・委員会付託）

第１２９ 議案第１３２号 平成１８年度大仙市上水道事業会計予算

（質疑・委員会付託）
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第１３０ 請願第 ２号 「刈和野・大綱引き伝承館（仮称）」の建設に関すること

について （委員会付託）

第１３１ 陳情第 １７号 地方交付税、地方財政の確保に関することについて

（委員会付託）

第１３２ 陳情第 １８号 道路改良並びに舗装に関することについて（委員会付託）

第１３３ 陳情第 １９号 公共サービスの安易な民間開放は行わず、充実を求めるこ

とについて （委員会付託）

第１３４ 陳情第 ２０号 地域別最低賃金の引き上げと最低賃金制度の改正を求める

ことについて （委員会付託）

出席議員（３０人）

１番 橋 本 五 郎 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 佐 藤 孝 次 ８番 金 谷 道 男 ９番 石 塚 柏

１０番 千 葉 健 １１番 渡 邊 秀 俊 １２番 佐 藤 芳 雄

１３番 高 橋 敏 英 １４番 竹 原 弘 治 １５番 橋 村 誠

１６番 武 田 隆 １７番 斉 藤 博 幸 １８番 菊 池 幸 悦

１９番 大 坂 義 徳 ２０番 大 山 利 吉 ２１番 門 脇 一 男

２２番 本 間 輝 男 ２３番 児 玉 裕 一 ２４番 高 橋 幸 晴

２５番 佐々木 洋 一 ２６番 大 野 忠 夫 ２７番 佐々木 昌 志

２８番 北 村 稔 ２９番 鎌 田 正 ３０番 藤 田 君 雄

欠席議員（なし）

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 助 役 久 米 正 雄

教 育 長 笹 元 嘉 辰 代 表 監 査 委 員 田 牧 貞 夫

企 画 部 長 佐々木 正 広 市 民 生 活 部 長 高 橋 源 一

健 康 福 祉 部 長 根 本 正 進 農 林 商 工 部 長 金 正 行

建 設 部 長 鎌 田 栄 治 病 院 事 務 長 高 橋 大 樹
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水 道 局 長 田 口 良 邦 教 育 次 長 相 馬 義 雄

教 育 次 長 毛 利 博 信 庶 務 課 長 元 吉 峯 夫

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 副 参 事 高 橋 薫

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 事 菅 原 直 久

午前１０時００分 開 議

○議長（橋本五郎君） おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

○議長（橋本五郎君） 本日の議事は、日程第４号をもって進めます。

○議長（橋本五郎君） 日程第１、議案第１０７号、平成１８年度大仙市一般会計予算案

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありますので、順次発言を許します。

はじめに６番杉沢千恵子君。６番、登壇願います。

○６番（杉沢千恵子君）【登壇】 おはようございます。

私は公明党の杉沢千恵子です。まず、このたびの豪雪で被害に遭われました方々に心

よりお見舞い申し上げます。また、豪雪の事故で亡くなられました方々のご冥福をお祈

りしたいと思います。

議員となって初めての予算質疑をさせていただき、こういう機会をいただくことがで

きましたことにまず感謝申し上げたいと思います。ただ、何分予算質疑というのは初め

てのことでありまして非常に緊張しておりますし、的外れの質問になりはしないかと不

安ですが、同僚議員の皆様にはどうかご容赦をお願いしたいと思います。また、市長を

はじめ当局の皆様には、財政の素人に対してご答弁しずらい面もあろうかと思いますが、

その点もお含みおきいただきまして、わかりやすくお答えいただければと思います。ど

うかよろしくお願いいたします。

それでは通告に従いまして、順次質問をさせていただきます。
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最初の質問ですが、平成１８年度予算編成に関連してお伺いいたします。

１点目は、編成にあたって苦労した点は何かについてであります。

去る２月２８日の市長の施政方針演説をお聞きいたしましたが、地方交付税の大幅な

減に代表される合併前の想定を超える事情変化により、危機的とも言える状況となった

当市の財政事情を反映し、市長は平成１８年度の予算編成にあたっては相当なご苦労さ

れたと拝察いたします。平成１８年度の当初予算に対する私の率直な感想は、全体を通

じて歳出は抑えられているものの、緊縮型予算としては工夫の跡が伺えるバランスのと

れた予算として評価できるのではないかと思っております。限られた財源の中、昨年度

には盛り込まれなかった地域振興事業としての地域枠予算も盛り込まれており、市民と

の協働のまちづくりの推進が予算の面からも途についたと感じておりますし、各分野と

もめりはりのある予算となっており、さらには公平、適正な受益者負担の考えも明示さ

れたということは、市当局が目指す市政運営の方向性を明らかにする意味でも有意義な

ことと考えております。

そこで質問いたします。

市長は今回の予算編成にあたり、具体的に特に苦労された点は何でしょうか、まずお

伺いしたいと思います。編成作業の現場ではギリギリの調整があり、苦渋の判断もあっ

たものと推察いたします。今後の市政運営の方策も含め、市長の率直なお気持ちを吐露

していただけたら幸いです。できれば、行政で準備した原稿でなく、お心をお伺いでき

ればありがたいと思います。

２点目は、見直しの内容についてでございます。これは２日間の一般質問で既に答え

が出ているものもございますが、よろしくお願いいたします。

私は昨年１２月議会の一般質問で、９８．４％と高い水準にある経常収支比率の健全

化に向けた方策についてご質問させていただきましたが、今回の当初予算ベースではこ

の経常収支比率が幾分でも改善されるものなのか、具体的に何パーセントになると見

込んでいるのかお伺いいたします。

また、今回の施政演説では、市長は「普通建設事業については、合併前の各市町村の

計画をすべて実施することは困難である」とし、「大仙市全体の中で財源も含めて見直

しをした」とおっしゃっておられますが、見直しをした具体的な事業と、その理由につ

いてお聞かせ願えればと思います。

３点目は、自主的な財源確保の方策についてであります。
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私が申し上げるまでもなく、健全な財政の確立のためには歳出という、いわば出口の

部分を抑える努力と、歳入という、いわば入口の部分を増加させる努力が肝要だと思い

ます。今あるものを削減、あるいは抑制する努力は、今となっては当たり前のこととな

り、やり尽くしつつあるのではないかとさえ思えます。これからは少ない歳出をいかに

効果的、効率的に実施するのかという命題と、自主的な財源を新たな発想のもとに確保

していくという命題に挑戦していく姿勢が求められるのではないでしょうか。

そこで私は、広告事業の推進による財源の確保を提案したいと思います。財政難に直

面する自治体が保有している様々な資産を広告媒体として活用することにより、広告収

入を得たり、経費の節減を図るという、いわゆる地方自治体の広告ビジネスのことです。

本市でも総合案内所の窓口で使用されている茶封筒がこの一例です。これですが、この

下のところにある広告が入っております。今回、私が取り上げるのは、住民向けに送付

する通知書やその封筒、あるいはホームページをはじめとする市が持ち寄る資産に民間

企業などの広告を掲載し、収入増や経費節減を図ってはどうかという提案であります。

昨年まで全国１７０の自治体で導入されております。

一例を申し上げますと、昨年、民放テレビで紹介されておりましたが、政令指定都市

の横浜市では大変先進的な取り組みを行っており、市の広報誌や各種封筒、ホームペー

ジのバナー広告にとどまらず、職員の給与明細書への広告や図書の貸し出しカードの裏

面広告、みなと未来２１地区の全６００カ所の街路灯の広告フラッグ、広告付き玄関

マット、公用車やごみの収集車の広告付きホイールカバーなど多種多様なの資産を活用

した広告事業を展開しておりました。その効果はといいますと、愛知県豊田市の例では

年間１００万円の経費節減、横浜市の場合は広告収入と経費節減を合わせて９，３００

万円の効果だとのことでありました。人口１０万人前後の市では３０万円、５０万円、

８０万円というのが出ておりました。この２つの自治体の予算規模からすれば、ただい

ま申し上げた効果の額というのはごく小さい額なのかもしれませんが、わずかな財源で

も知恵と汗を出して稼ごうという姿勢がちゃんと伝わってまいりますし、その姿勢こそ

が今の時代に大変重要なことであると考えるものであります。さらに横浜市では、平成

１６年４月から財政局の中に広告事業推進の部署を設け、一元的な窓口として成果をあ

げているということでした。私は厳しい財政状況の中で市民の皆様にご理解をいただき

たいという前に、市としてもこうして頑張っています、努力していますという姿勢を形

として表すことが必要だと思いますが、いかがでしょうか。
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そこで質問いたしますが、市の様々な資産を活用して積極的な広告事業の推進による

財源の確保についてどのように考えておられるのか、ご所見をお聞きしたいと思います。

また歳入確保のための斬新なアイデアを、職員のみならず広く募ってみてはどうかと

思いますが、あわせてお伺いしたいと存じます。

次に、歳出１０款教育費１項教育総務費４目教育振興費１９事業学校生活支援事業に

ついてご質問いたします。

学習障害（ＬＤ）や注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）など軽度発達障害のある児童生

徒に対する市内小中学校の支援体制の整備に、平成１８年度は３，９３３万１千円と、

平成１７年度と比較して３，２６６万１千円のすごい増額となりました。未来ある子供

支援事業に対する市の取り組みに感謝しても感謝しきれない、本当にありがとうござい

ます。私は平成１６年３月議会で一般質問をいたしました。２年後の今日、日の目を浴

びたような思いでいっぱいでございます。

ＬＤやＡＤＨＤは生まれ持った脳機能の発達障害で、決して親のしつけの甘さや愛情

不足、あるいは本人のわがままが原因ではありません。ＤＳＭ－４、アメリカ精神医学

会の診断基準第４判にある、この診断名によると、２００２年１０月の日本文部科学省

の調査では、日本では１クラス当たり１人ないし３人いるという結果が出ています。男

女比率では約４対１の割合で男児が女児より多く、また、女児では多動が見られない場

合が多いため見逃されているケースが多いようです。専門医によりますと、症状は７歳

以前に現れると言われておりますので、幼稚園や保育所にもこの支援体制の整備が急務

であるといえます。県教委も本県の支援体制の整備が全国平均を下回っていることから、

急遽特別支援教育コーディネーターの研修を受けた教員をすべての公立小中学校に配置

し、支援体制を充実させる方針であると新聞報道がなされておりますが、こうした県の

施策に対する現場の対応が後手後手にならないように、また、今を生きている子供たち

にとって不幸な結果となってしまいますので、各校での速やかな取り組みを求めたいと

考えます。

そこで、この件に関し、何点か質問させていただきたいと存じます。

１点目は、支援員の確保が難しいと聞いておりますが、確実に確保できる方策を考え

ているかお伺いします。

２点目は、計画によると市内小中学校数の半数ぐらいの支援員の配置となっておりま

すが、さらなる支援の充実策として全校配置の計画がないか、お伺いいたします。
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３点目は、支援員は専門的知識や経験が必要であり、それを養うための研修が不可欠

であると思います。研修に関する計画はどうなっているでしょうか、財政も含めてお伺

いいたします。

４点目は、先程申し上げましたように専門医によると症状は７歳以前に現れるとされ

ています。軽度発達障害の子供たちに対する早期ケアのためにも、幼稚園・保育園にも

支援の手を伸ばす必要があると考えます。７歳以前の幼稚園・保育園に対する支援の計

画があるでしょうか、お伺いいたします。

５点目は、幼保一元化が実現すると子供たちの動作やふるまいがよく観察でき、幼保

連携の連動性の中で症状をいち早く見つけることができると思います。国では幼保一元

化のため、認定こども園の制定を平成１８年度１０月から実施に向け法案を提出すると

しているようですが、市ではこの動きに呼応し、実施の計画がないものでしょうか。あ

るとしましたら、その予算規模も含めてお伺いいたします。

以上２項目についての予算質疑を終わります。

○議長（橋本五郎君） ６番杉沢千恵子君に対する答弁を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 杉沢議員の質問にお答え申し上げます。

質問の第１点は、１８年度予算編成についてであります。

はじめに予算編成にあたっては、大変厳しい財政事情により必要な財源の確保が難し

い状況の中での作業となりました。その中での予算編成でありましたので、各地域から

の要求のあった事務事業については、それぞれの事情、必要性があって計画されたもの

と認識しておりますが、財源不足から事業内容の見直しや緊急性、必要性、効率性等の

観点から事務事業の選択と優先順位をつけることなどに苦労したことであります。

また、めりはりのある予算の編成に努めるとともに、各分野、各地域間の均衡も考慮

しなければならなかったこと。加えて、人件費の部分まで踏み込まざるを得なかったこ

となどであります。

最終的に一般会計で４４３億８，９５０万円の予算規模となったものでありますが、

全体的に各部署において計画段階での財源を含めた事務事業の精査及び必要性の検討が

不足していると感じたところであります。

次に、経常収支比率の見込みにつきましては、算定の基礎となる歳入経常一般財源は、

普通交付税、臨時財政対策債の減などにより１７年度に比べ１１億円程度減少するもの

の、歳出経常経費充当一般財源も人件費、物件費等の減により１２億円程度の減額が見
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込まれるため、平成１６年度の９８．４％より３．６ポイント程度改善し、９４．８％

前後になる見込みであります。

しかしながら、依然としてまだ高い状況にあり、今後とも経常経費の縮減を図り、引

き続き経常収支比率の改善に努めてまいります。

次に、普通建設事業についてでありますが、事業の見直しについて２点、財源の見直

しについて１点申し上げます。

事業の見直しでありますが、道路の新設改良費におきましては、新市建設計画で平成

１８年度に予定されておりました２６億３，６９０万円の事業費に対し、９億

６，１３０万円の計上にとどめております。道路整備の必要性は強く認識しております

が、市債の発行増による後年度の財政負担を考え、合併前の旧市町村時代に実施してき

た道路予算の約８割を、地域のバランスに配慮しながら予算措置いたしております。

また、平成１８年度から継続で実施する（仮称）協和統合小学校建設事業においては、

大仙市全体の学校施設の整備状況を踏まえながら、協和地域における児童数や学校規模

などを勘案し、校舎本体の建築面積及び建築単価について精査し、当初計画の約２０億

円から約１７億９千万円に事業費を縮減いたしております。

次に、財源の見直しでありますが、普通建設事業は市債に依存する割合が高いことか

ら、市債の償還時に地方交付税措置の高い合併特例債などの比率を高め、将来の財政運

営になるべく有利となるよう選択をいたしております。

次に、自主的な財源の確保の方策につきましてお答え申し上げます。

平成１８年度当初予算は、歳入全体の伸びが期待できないことから大変厳しい財政状

況となっており、そのため歳出についても全般にわたり見直しを行ったところでありま

すが、従来の歳出削減だけでは厳しい財政運営となっております。

こうした状況の中で、当市の歳入は地方交付税、市債などの依存財源に頼らざるを得

ない状況であり、１８年度当初予算での構成比は７３．５％となっており、脆弱な財政

構造から自主財源の確保に取り組む必要があると認識しており、議員ご提案のとおり、

市が保有する資産を活用した広告事業の推進は有効な手段であると考えております。

現在、大曲総合支所総合案内窓口にて指定金融機関よりご提供いただいております封

筒を使用しておりますが、この封筒のみならず、市の印刷物やホームページでのバナー

広告など有効なスペースを活用していくことは、市民への情報提供や地域事業者にＰＲ

の場を提供し、ひいては、地域経済の活性化に資するという観点からも有効であると認
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識しておりますので、今後、広告掲載の対象や基準、広告掲載料、管理体制などを含め

たガイドラインを作成するよう検討してまいります。

また、「市民と協働のまちづくり」という市政運営から、市民の視点における新たな

ニーズを反映させることも視野に入れながら、様々な事例を参考に検討し、安定した事

務事業を実現できるよう財政基盤の確立に努めてまいりたいと考えております。

質問の第２点、歳出１０款教育費学校生活支援事業費の中の１点目、支援員の確保、

２点目の全校配置の計画、３点目の研修計画及び４点目の早期ケアに関する質問につき

ましては教育次長から、５点目の（仮称）認定こども園の計画に関する質問につきまし

ては教育長から答弁させていただきます。

以上です。

○議長（橋本五郎君） 答弁を求めます。笹元教育長。

○教育長（笹元嘉辰君） ご質問の第２点は、学校生活支援事業費についてであります。

その中で認定こども園についてでありますが、幼稚園・保育園を一元化する総合施設に

つきましては、平成１７年度に全国３５カ所でモデル事業がスタートしております。

一昨日閣議決定され、平成１８年度から本格実施する認定こども園は、次の４つのパ

ターンで実施される予定であります。１つ目は、幼稚園に保育を付加する幼稚園型。２

つ目は、保育所に幼稚園の教育機能を追加する保育所型。３つ目は、既存の幼稚園と保

育所が連携する幼保連携型。４つ目は、幼稚園・保育園の認可を受けない地方裁量型と

なっております。

幼保一元化には、少子化及び核家族化の進行、女性の社会進出の拡大など近年の社会

構造、産業構造の変化が背景にあり、就学前の教育・保育を一体として捉えた取り組み

の必要性に対応すべく、時代の要請ともなっております。

市としましては、既に旧神岡町のまちづくり交付金事業において幼保一体型施設の建

設計画があり、現在、当事業について総合施設としての整備を視野に入れて検討してお

ります。なお、市内には幼保一体型の施設が既にいくつかあります。このような状況か

ら、国の制度にあわせ幼保一元化、一体化に向けて今後計画を進めていく予定でありま

す。

以上でございます。

○議長（橋本五郎君） 答弁を求めます。毛利教育次長。

○教育次長（毛利博信君） 次に、支援員の確保についてであります。
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現在、大仙市内小中学校には３３の特殊学級があります。また、通常学級に在籍し、

議員ご指摘の学習障害等により支援を必要としている児童生徒は約６０名おります。本

市では、通常学級在籍で障害を持つ児童生徒を個別に支援するため、これまでの学校生

活支援事業を、平成１７年度の１４人から１８年度には９名増員し、２３人といたしま

す。

支援員の確保につきましては、公募により採用することとなります。教員免許を有し、

待機している方々の絶対数の不足に加え、３月末における短期間での募集となりますの

で、確保については懸念される状況もありますが、教員ＯＢの方々にも呼びかけ、ぜひ

とも定員の確保に努める所存であります。

次に、全校配置の計画についてであります。

現在、支援員を必要としている学校の要望にこたえられるよう、配置計画の調整を進

めております。支援員数は、ただいま申し上げましたように２３名を予定しております。

加えて、県と市が経費の２分の１ずつ負担する県事業、幼児児童生徒サポート事業から

もできるだけ多くの支援員を配置いただくよう努めるほか、比較的障害の軽い児童生徒

に対しましては、一部の支援員を数校掛持ちさせるなど調整を加え、学校の要望に対応

してまいります。

なお、複数の支援員配置を希望している学校もありますし、配置を必要としていない

学校もございます。配置につきましては、あくまで学校の必要度に応じて判断してまい

りたいと存じます。

次に、研修に関する計画につきましては、本市教育委員会が支援員全員を対象に実施

する全体研修会のほか、各学校において「特別支援教育コーディネーター」を中心とし

た校内研修などが考えられております。

なお、県では昨年度からコーディネーター養成研修を５日間実施し、これまで本市を

含めた小中学校の教員３２４人が参加しております。この研修会は、新年度も継続され

ます。こうした研修の充実により、児童一人一人に対応したよりよい支援体制ができる

よう努めてまいりたいと考えております。

次に、幼稚園・保育園に対する支援につきましては、まず幼稚園では、県事業「幼児

児童生徒サポート事業」により、障害を持つ幼児が在籍する幼稚園に支援員を派遣して

おります。加えて市単独の支援員の派遣も行っております。これらの事業を継続し、支

援計画を立ててまいりたいと考えております。なお、平成１８年度は、市内公立幼稚園
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に４名の支援員を配置する計画であります。

保育園につきましては、障害児に対する支援員の配置計画は現在のところありません

が、保育所に入所する障害を持つ幼児に対しましては、障害児担当の保育士を配置する

ほか、在宅心身障害児集団訓練への参加や県の小児療育センターへの通院等で対応した

いと考えております。また、社会福祉法人大曲保育会では、昭和５２年から障害児保育

を実施しており、障害児に対する専門的知識を有していることから、保育士相互の研修

会を開催するほか、小児療育センター主催の研修会への参加にも努めてまいります。

以上でございます。

○議長（橋本五郎君） ６番、再質疑はありませんか。はい、６番。

○６番（杉沢千恵子君） 要望になるかと思いますが、私が紹介しました横浜市の広告事

業の推進は、市職員の提案によるものです。提案した職員も大したものですけれども、

それを採用した市長もさすがであったなと思います。先程、栗林市長より前向きな姿勢

がありましたので、合併によるバスの保有台数も相当な数で広告収入を見込めると思い

ます。どうか一日も早く取り組んでいただきたいと思います。多くの市民は拍手喝采で

支持してくれると思います。

それから２点目です。ここのところで、研修会の旅費が４万４千円という数字が出て

いましたけれども、これは２３人が秋田往復に日帰りしただけの金額です。私は次長が

研修に力を入れていきますということでしたので、あらゆる分野からサポートしてお金

を寄せ集めまして、どうかその計画、費用の部分で安心して研修を受けられて、そして

それが子供たちに返っていくというふうに頑張っていただきたいと思います。特に、こ

ういう子供の親が一番問題で、認めたくない親が多いために、この支援にあたる職員の

対応がキーワード、キーポイントになると思うんです。それだけに心の問題の部分です

ので大変かとは存じますけれども、この研修費の費も、また研修の内容もどうかやりく

りをしていただきたいと思います。将来子供たちが大きくなって社会の中で迷惑をかけ

ず、そして楽しい生活ができるように何とぞよろしくお願いいたします。

以上です。ありがとうございました。

○議長（橋本五郎君） 答弁求めますか。

○６番（杉沢千恵子君） いいです。

○議長（橋本五郎君） そうですか。答弁を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君） すいません。この広告の問題については、早速事業化してみたい
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ということで答弁させていただきました。

職員の提案の問題でありますけれども、この提案制度につきましては、この広告だけ

ではなくて大仙市職員からの提案制度をきっちりやりたいということで、１８年度から

制度をもう少し具体化しながら様々の分野で職員からの提案が出てくるような仕組みを

つくってみたいということで今検討しているところですので、よろしくご理解願いたい

と思います。

○議長（橋本五郎君） これにて６番杉沢知恵子君の質疑を終わります。

次に、４番佐藤隆盛君。はい、４番。

○４番（佐藤隆盛君） おはようございます。通告に従いまして予算質問をいたします。

議案第１０７号、平成１８年度大仙市一般会計予算８款２項４目の土木費道路新設改

良について、そして市道仙北２４号線の路面鋪装改良について質問いたします。

本路線は、県道旧名大曲田沢湖線の大仙市高梨字上河原地内を起点とし、同市橋本字

田中地内を終点とする１，８０９ｍの路線であります。本市から美郷町及び横手市へ向

かう際の最重要生活道路として多くの人々に利用されながら、角館、田沢湖、仙北市方

面への連絡道路として利用頻度も高く、１日あたり交通量が４，０００台を超えており

ます。特に近年、大型車の交通量が増加しているため、路面の老朽化が著しい状況であ

ります。そのため鋪装・維持・修繕だけでは対処に限度がある状況であります。そして

何よりも平成１９年度に開催される第６２回国民体育大会秋田わか杉国体では、自転車

競技のロードレースのコースとして決定しており、１周３７ｋｍの一部でもあります。

関係各位はもとより、また地域住民はもとより、近隣の住民からも１日も早い路面の鋪

装改良が望まれておりました。そういう観点から、仙北総合支所では平成１８年度予算

要求したところ、今回この路線の予算計上がされておらなかったのであります。

そこで、財政難とはいえ全国から来る国体選手に対し、安全で安心、そして最良の条

件で競技させることが受け入れ地としての義務と考えます。また、この競技コース

３７．４ｋｍのうち、大仙市分１１．１ｋｍ、美郷町分２６．３ｋｍ、そのうち県道が

１０．５ｋｍと聞いております。この機会に本市部分はもとより、県道部分は県に強く

要望しながら選手及び利用者に十分に応えるような整備をするべきと思います。昨日、

佐藤孝次議員質問の答弁では、「ただ亀裂部分を補修にしながら本番前に対処する」と

言っておりましたが、少年、高校生でありますが、少年の部では３周、成年一般の部で

は４周するそうであります。ただ穴ぼこ、亀裂部分の補修対応ではあまりにも一次しの
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ぎで、それに危険を招くのではないかと心配しているところでございます。

そこでお尋ねします。

この路線の予算計上をなぜしなかったのか。また、できなかった理由と今後どのよう

になるのか、その対応についてお尋ねいたします。

以上でございます。

○議長（橋本五郎君） ４番佐藤隆盛君に対する答弁を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 佐藤隆盛議員の質問にお答え申し上げます。

昨日、佐藤孝次議員の質問に際しても答弁申し上げておりますが、平成１９年度開催

予定の「秋田わか杉国体」の自転車競技ロードレース・コースの仙北地域４．８ｋｍ、

太田地域６．０６ｋｍ、大曲地域０．３ｋｍの計１１．１ｋｍのうち、市道仙北２４号

線と太田地域の市道路面鋪装改良につきましては、予算編成過程の中で検討をいたしま

したけれども、来期の降雪に伴う除雪作業などにより路面の損傷等の不測の事態も考え

られることから、同じくロードレース・コースになっている美郷町とも連携し、１８年

度予算計上を見送り、１９年度当初予算に計上し、国体本番に間に合わせ、早期発注に

より対応してまいりますのでご理解をお願いしたいと思います。

なお、１８年度にはプレ国体が予定されておりますが、路面の局部的な損傷等につき

ましては補修してまいりたいと考えております。

なお、このロードコースの問題につきましては、昨年の国体視察等のされた皆様から

も一定の考えをいただいておりまして、それらを総合的に判断した結果、このような手

法でやれるのではないかなという判断をしたものでありますので、ご理解をお願いした

いと思います。

○議長（橋本五郎君） ４番、再質疑ありますか。はい、４番。

○４番（佐藤隆盛君） 来期ということでございまして、何とまた質問するのもあれです

けれども、実は私、内容についてくどいようでありますが、お答えできればしていただ

きたいと思います。

実は私、今回この予算載っておらない時にです、私はこの本当に昨日の時点で穴ぼこ

の修正だけをして、ただそれでしのいでいくのかなというふうに思ったわけなんです。

ただ、ここでせっかくでございますからお願いでございますけれども、まず穴ぼこ修正

だけじゃなく、先程申したように非常に交通量も多いと、そして早く言えば路面のへ

こんでいるところもあると。ですからそういう補修じゃなく、やっぱりこれを機として
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ですね、全面というか、全面鋪装というか、そういう感じで整備していただきたいとい

うふうに思います。

それから、来期と言いましたけれども、この９月に全日本の大会があるそうでござい

ます。このことを誰かそちらさんの方で知っておった方ありましたら答弁願いたいと思

います。やはりこのコースというものは、捉え方によって道路ととるか本当にそれこそ

競技のコースととるか、これによって補修の、補修というか、その路面のつくり方もい

ろいろそれによってつくり方が出てくると思うんです。ですから、その辺ももしあれ

だったら教えていただきたいと。

それから私は、もう一度申しますが、もう一つは、これ載らなかった時にこう思いま

した。本当にこの路線を競技選手のことを考えたのか、それとも財政難の名のもとによ

く検討しないで金額面で、皮肉じゃないけれども要望路線をカットしたんじゃないか、

こういうふうに思ったところでございます。今後そういうことがないようにしていただ

きたい。

それからあわせて私申しますけれども、ついでといいますかお話させていただきます

けれども、今、本庁の財政部門のあり方、要請に関して、各支所と道路建設部だけじゃ

なくですけれども、それぞれの要望に対し、本所で本当にその地域の支所のことを把握

して予算をつけておるのか。ここら辺も非常に懸念されるわけであります。ただ金がな

い、予算がないだけでなく、私は財政が苦しければ苦しいほどその要求の中身について

検討し、そして各それぞれの総合地域住民に対して思いやりの予算をつけていただきた

いということで質問したところでございます。何とかその点を考えながら、考慮に入れ

ながら、路面をよりよい鋪装をしていただきたいと思います。

２つだけ質問をもう一度しますけれども、本当に本当によく検討して面をやると、そ

ういうふうに市長もこのコースをですね、知っておいて答弁したのかと、あわせてお願

いしたいと思います。

以上です。

○議長（橋本五郎君） 答弁を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君） 佐藤議員の再質問にお答えいたします。

まず仙北２７号線、美郷町から来る路線でありますが、この路線については十分私も

通ったこともしょっちゅうありますし、形状についても私自身でわかっているつもりで

す。
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それから、このロードレースの考え方が議員と私どもとは少し違うような気がします。

競輪のバンクと違いまして、ロードレースというのはいわゆるロードでやるレースであ

りますので、競技団体の皆さん、あるいは昨年の国体を視察された皆さんのところで、

穴開いたりしていると困るわけですけれども、いわゆるロードでやるレースに耐えられ

る道路というような感覚であるという報告を受けております。そういう形の中で、ロー

ドレースの安全を確保する程度の補修はしなければならないというふうに考えておりま

す。今議員が「穴ぼこの修正」という表現をしましたけれども、路面の局部的な損傷に

ついてまず１８年度直して、競技に支障がないような形でプレ国体を迎えたいというこ

とであります。

また、今年のような雪にならないことを望んでおりますけれども、また雪がまいりま

す。相当路面等の問題が出てくると想定されておりますので、この辺は美郷町とも連絡

をとりながら、同じロードレースのコースで片一方だけ先行するということはいかがな

ものかなと思いまして、美郷町とも相談しながら、１９年度の国体には様々な問題があ

るとすればオーバーレーンみたいなものを含めて本格的な改修、本格的な修復と言いま

すか、そういうこともやらなきゃならないだろうと、そういう考え方で散々協議をした

あげくにこういう結論にしたつもりであります。

それから先程杉沢議員の質問に対してお答えしましたけれども、本所の道路課と支所

との関係でありますけれども、いろいろ協議をしながら全体の道路予算の中でいろいろ

考えながらこういう手法をとったつもりであります。

今後の課題でありますけれども、それでも議員にしますと支所と本庁との連携がうま

くないのではないかということでありますが、そういう形で我々連携をとりながら全体

の道路予算のバランスを考えてやっているつもりでありますが、ここはまず少しずつ職

員も慣れてきておりますので、支所が本庁に予算をただ出すという感覚ではなくて、

もっと絞り込んで地域としてこうしなきゃならない、やるべきだということを、やはり

本庁を説得するぐらいの迫力がなければ市長の段階に来た時に調整のしようがないと私

は考えておりますので、１８年度予算編成の反省に立ちながら、支所の皆さんにも時々

たまには本庁と一緒になって市長のところに事前に来るぐらいのやっぱりそういう形で

地域の課題を捉えていただきたいとこういうふうに思っておりますので、ご理解願いた

いと思います。

○議長（橋本五郎君） ４番、再々質疑ありませんか。
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○４番（佐藤隆盛君） ありません。

○議長（橋本五郎君） これにて４番佐藤隆盛君の質疑を終わります。

これで通告による質疑は終わりました。

ほかに質疑の通告がありませんので、これにて質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第１０７号は、それぞれ所管する各常任委員会に

付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２、議案第２号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３、議案第３号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４、議案第４号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第４号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第５、議案第５号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第５号は、総務常任委員会に付託いたします。
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○議長（橋本五郎君） 次に、日程第６、議案第６号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第６号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第７、議案第７号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第７号は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第８、議案第８号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第８号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第９、議案第９号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第９号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１０、議案第１０号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１０号は、企画産業常任委員会に付託いたします。
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○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１１、議案第１１号から日程第１４、議案第１６号

までの４件を一括し、議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

本４件は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１５、議案第１４号を議題といたします。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１４号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１６、議案第１５号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１５号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１７、議案第１７号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１７号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１８、議案第１８号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。
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議案第１８号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１９、議案第１９号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１９号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２０、議案第２０号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２０号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２１、議案第２１号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２１号は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２２、議案第２２号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２２号は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２３、議案第２３号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。
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議案第２３号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２４、議案第２４号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２４号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２５、議案第２５号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２５号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２６、議案第２６号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２６号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２７、議案第２７号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２７号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２８、議案第２８号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。
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議案第２８号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２９、議案第２９号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第２９号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３０、議案第３０号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３０号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３１、議案第３１号及び日程第３２、議案第３２号

の２件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

本２件は、教育常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３３、議案第３３号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３３号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３４、議案第３４号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３４号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３５、議案第３５号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３５号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３６、議案第３６号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３６号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３７、議案第３７号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３７号は、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３８、議案第３８号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３８号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３９、議案第３９号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第３９号は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４０、議案第４０号から日程第６９、議案第６９号

までの３０件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第４０号から議案第５３号までの１４件は、企画産業常任委員会に、議案第５４

号から議案第６７号までの１４件は、教育民生常任委員会に、議案第６８号及び議案第

６９号の２件は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第７０、議案第７０号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第７０号は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第７１、議案第７１号から日程第７３、議案第７３号

までの３件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第７１号及び議案第７２号の２件は、建設水道常任委員会に、議案第７３号は、

教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第７４、議案第７４号から日程第８３、議案第８３号

までの１０件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第７４号から議案第７８号までの５件は、建設水道常任委員会に、議案第７９号

は、企画産業常任委員会に、議案第８０号から議案第８３号までの４件は、教育民生常

任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第８４、議案第８５号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第８５号は、それぞれ所管する各常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第８５、議案第８６号から日程第９９、議案第１００

号までの１５件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第８６号、議案第８７号、議案第８９号、議案第９０号及び議案第９７号から議

案第１００号までの８件は、教育民生常任委員会に、議案第８８号及び議案第９１号か

ら議案第９５号までの６件は、建設水道常任委員会に、議案第９６号は、企画産業常任

委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１００、議案第１０１号から日程第１０４、議案第

１０５号までの５件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

本５件は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１０５、議案第１０８号から日程第１２０、議案第

１２３号までの１６件を一括して議題といたします。
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これに質疑ありませんか。はい、６番杉沢千恵子さん。

○６番（杉沢千恵子君） 議案第１１５号の平成１８年度大仙市簡易水道事業特別会計予

算について１点だけ質疑をさせていただきます。

議会内示資料を見ますと、淀川水源地代替水源地調査費２００万円がこのたび計上さ

れておりました。昨年、淀川水源地を変える会の方から「県の産廃施設の下流にこれが

位置しているということで不安だ。ぜひ水源地を変えてほしい」という相談を受けまし

て、実際に現地視察をしましたし、意見交換会の場に同席しましたが、市当局の早速の

対応にまず感謝したいと思います。

そこで簡単に水道局長さんに質問させていただきますが、この代替水源地の調査はい

つ頃から始めて、どのぐらいの期間がかかるものなのか。さらには結果が判明する時期

をいつ頃と想定しているのか。また、変える会の報告会を設けるのかお伺いしたいと思

いますので、よろしくお願いします。

○議長（橋本五郎君） 答弁を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君） ご質問の簡易水道事業特別会計予算のうち、淀川地区簡易水道水

源調査費に関する質問につきましては、水道局長から答弁させていただきます。

○議長（橋本五郎君） 答弁を求めます。田口水道局長。

○水道局長（田口良邦君） 杉沢議員のご質問にお答えいたします。

ご質問の水道水源電気探査事業費２００万円でございますが、１８年度の大仙市簡易

水道事業特別会計予算の中の協和総合支所の中に盛り込まれております。この調査は、

淀川地区簡易水道の水源が秋田県環境保全センターの下流域にあるため水質に不安があ

るので、水源をほかに求めてほしいという地域住民からの要望が平成１６年に旧協和町

へ出されているものでございます。環境保全センターでも雨水が地下に浸透しないよう

に対応を講じておりますし、水源は保全センターより２ｋｍ以上も下流の地下１００ｍ

にございますので、平成９年に完成以来、毎月の水質検査においても全く異常は認めら

れませんが、今後万一の急激な水質悪化に対応するため代替水源を調査しておくための

委託料でございます。

それで、お尋ねの調査期間でございますが、新年度できるだけ早く５月には発注した

いと存じますが、探査箇所は現在の浄水場よりあまり離れていないところで８カ所を予

定しておりますので、その位置の特定、それから周辺のボーリング等がございました場

合のデータの収集などを行いまして、渇水期に行った方が良いというふうな専門家の意
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見もございますので、８月に地下２００ｍまでの地層探査を行いまして、９月中には

データ解析、そして１０月には結果報告を受けるという工程を考えております。

それで、この結果につきまして地域への説明でございますが、それについては行いた

いというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（橋本五郎君） 再々質問ありませんか。

○６番（杉沢千恵子君） ありません。

○議長（橋本五郎君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ほかになしと認めます。これにて質疑を終結いたします。

議案第１１０号は、総務常任委員会に、議案第１１９号は企画産業常任委員会に、議

案第１０８号、議案第１０９号、議案第１１２号、議案第１１３号及び議案第１２０号

から議案第１２３号までの８件は、教育民生常任委員会に、議案第１１１号及び議案第

１１４号から議案第１１８号までの６件は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１２１、議案第１２４号から日程第１２７、議案第

１３０号までの７件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

本７件は、総務常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１２８、議案第１３１号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１３１号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１２９、議案第１３２号を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１３２号は、建設水道常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１３０、請願第２号を議題といたします。

本件は、お手元に配布の請願文書表のとおり、企画産業常任委員会に付託いたします。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１３１、陳情第１７号から日程第１３４、陳情第

２０号までの４件を議題といたします。

本４件は、お手元に配布の陳情文書表のとおり、それぞれの所管する各常任委員会に

付託いたします。

○議長（橋本五郎君） お諮りいたします。各常任委員会審査のため、３月１０日から３

月１９日までの１０日間休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって、３月１０日から３月１９日まで

の１０日間休会することに決しました。

○議長（橋本五郎君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

これをもちまして散会し、来たる３月２０日、本会議第５日を定刻に開議いたします。

ご苦労様でございました。

午前１１時１１分 散 会
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